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　地域農産物の関心を高め、食品加工への
興味を持つことを目的に、９月19日に馬
頭高校で地元のそば粉を使用したそば打ち
体験が行われました。生徒の皆さんは八溝
そば地域愛好会の方から手順を教わりなが
ら真剣に取り組んでいました。手作りのそ
ばを食べながら「普段食べるそばより美味
しかった」「そばを切るのが難しかった」
と感想を話していました。
　那珂川町は「とちぎ食の回廊」の「八溝
そば街道」の中心地に位置しています。

地元のそば粉で

そば打ち体験

地元のそば粉で

そば打ち体験



　令
和
５
年
度
那
珂
川
町
の
一
般
会
計
お
よ
び

各
特
別
会
計
、
な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決

算
が
、
９
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
行
わ
れ
た
第

６
回
那
珂
川
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
長
期
化
し
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
も
一
定
程

度
収
束
し
、
ま
た
、
令
和
５
年
５
月
に
は
５
類

感
染
症
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
人
の
流
れ

や
経
済
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
電
気
料
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
高

騰
の
影
響
は
、
町
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
歳
出

と
も
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
お
よ
び
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
感
染

拡
大
の
防
止
に
努
め
た
ほ
か
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
低
所
得
者
や
子
育
て

世
帯
、
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ
の
支
援
の

ほ
か
、
感
染
予
防
に
関
す
る
衛
生
環
境
の
整
備

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
１
０
５
億

１
８
９
９
万
７
４
９
２
円
で
前
年
度
に
比
べ
10·

１
％
の
増
、
歳
出
が
94
億
５
４
６
８
万
９
７
６

５
円
で
前
年
度
比
11·

０
％
の
増
と
な
り
、
差
引

額
は
10
億
６
４
３
０
万
７
７
２
７
円
。
こ
の
う

ち
繰
越
明
許
費
繰
越
額
１
０
８
３
万
３
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
10
億
５
３

４
７
万
４
７
２
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
は
歳
入

が
62
億
２
５
１
１
万
４
８
１
９
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
、
21·

３
％
の
増
、
歳
出
は
59
億
１
４
４

３
万
７
７
７
４
円
で
前
年
度
比
21·

８
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的
収
入
額
が
資

本
的
支
出
額
に
不
足
す
る
１
億
２
６
２
２
万
５

０
７
円
は
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金
で
す
。

　
ま
た
、
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比
は
、

そ
れ
ぞ
れ
41·

１
％
、
58·

９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
の
第
一
は
民
生
費
で
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
低
所
得
者
世
帯
物
価
高

騰
支
援
給
付
金
に
よ
る
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

の
ほ
か
、
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
な
ど
の

各
種
の
社
会
福
祉
事
業
費
や
、
子
育
て
環
境
を

充
実
す
る
た
め
の
認
定
こ
ど
も
園
費
、
児
童
措

置
費
、
母
子
福
祉
な
ど
の
児
童
福
祉
に
要
し
た

経
費
で
す
。
第
二
は
総
務
費
で
、
地
域
公
共
交

通
対
策
事
業
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光
化

事
業
に
伴
う
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、
移

住
定
住
促
進
事
業
な
ど
の
地
域
振
興
に
要
し
た

経
費
で
す
。
第
三
は
教
育
費
で
、
馬
頭
中
学
校

の
大
規
模
改
修
工
事
な
ど
の
施
設
整
備
事
業
の

ほ
か
、
馬
頭
運
動
場
屋
外
ト
イ
レ
解
体
新
築
工

事
な
ど
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
お
よ
び
社
会

体
育
の
振
興
に
要
し
た
経
費
で
す
。

５

寄附金 3,386万円 （0.3％）
財産収入 5,970万円 （0.6％）
分担金及び負担金 6,715万円 （0.6％）
使用料及び手数料 7,635万円 （0.7％）
諸収入 2億4,303万円 （2.3％）
繰越金 5億3,873万円 （5.1％）

13億8,838万円

19億9,626万円

2億4,180万円

22億4,072万円

2億8,381万円

7,414万円

62億2,511万円

4億1,203万円

1億4,578万円

4億8,349万円

1億2,932万円

6,917万円

2億9,618万円

1億6,577万円

3,027万円

11億7,420万円

13億7,126万円

19億4,589万円

2億3,336万円

20億5,767万円

2億4,566万円

6,060万円

59億1,444万円

3億4,377万円

2億7,200万円

1,712万円

5,037万円

844万円

1億8,305万円

3,815万円

1,354万円

3億1,067万円

6,826万円

△12,622万円

町税
19億6,490万円
（18.7％）

繰入金
13億5,254万円
（12.8％）

繰入金
13億5,254万円
（12.8％）

地方交付税
37億3,006万円
（35.5％）

地方交付税
37億3,006万円
（35.5％）

県支出金
5億8,316万円
（5.5％）

県支出金
5億8,316万円
（5.5％）

国庫支出金
8億1,897万円
（7.8％）

国庫支出金
8億1,897万円
（7.8％）

町債
4億3,819万円
（4.2％）

町債
4億3,819万円
（4.2％）

地方消費税交付金
3億7,766万円
（3.6％）

地方消費税交付金
3億7,766万円
（3.6％）

地方譲与税
1億2,247万円
（1.2％）

地方譲与税
1億2,247万円
（1.2％）

その他　1億1,223万円
　　　　　　　（1.1％）
その他　1億1,223万円
　　　　　　　（1.1％）

105億1,900万円
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民生費
25億2,767万円
（26.7％）

民生費
25億2,767万円
（26.7％）

94億5,469万円94億5,469万円94億5,469万円94億5,469万円

総務費
18億2,487万円
（19.3％）

総務費
18億2,487万円
（19.3％）

教育費
12億7,636万円
（13.5％）

教育費
12億7,636万円
（13.5％）

公債費
10億1,832万円
（10.8％）

公債費
10億1,832万円
（10.8％）

衛生費
8億1,370万円
（8.6％）

衛生費
8億1,370万円
（8.6％）

土木費
6億1,246万円
（6.5％）

土木費
6億1,246万円
（6.5％）

消防費
4億6,638万円
（4.9％）

消防費
4億6,638万円
（4.9％）

農林水産業費
3億9,840万円
（4.2％）

農林水産業費
3億9,840万円
（4.2％）

商工費
3億5,031万円
（3.7％）

商工費
3億5,031万円
（3.7％）

議会費
9,091万円（1.0％）
議会費
9,091万円（1.0％）

災害復旧費
7,531万円（0.8％）
災害復旧費
7,531万円（0.8％）

人件費
16億6,850万円
（17.6％）

人件費
16億6,850万円
（17.6％）

貸付金
1億4,067万円（1.5％）
貸付金
1億4,067万円（1.5％）

積立金
6億7,274万円
（7.1％）

積立金
6億7,274万円
（7.1％）

災害復旧事業費
7,531万円（0.8％）
災害復旧事業費
7,531万円（0.8％） 維持補修費

5,890万円（0.6％）
維持補修費
5,890万円（0.6％）

投資および出資金
2,258万円（0.2％）
投資および出資金
2,258万円（0.2％）

補助費等
16億2,567万円
（17.2％）

補助費等
16億2,567万円
（17.2％）

物件費
13億9,986万円
（14.8％）

物件費
13億9,986万円
（14.8％）

繰出金
13億7,944万円
（14.6％）

繰出金
13億7,944万円
（14.6％）

公債費
10億1,832万円
（10.8％）

公債費
10億1,832万円
（10.8％）

普通建設費
6億5,806万円
（7.0％）

普通建設費
6億5,806万円
（7.0％）

扶助費
7億3,464万円
（7.8％）

扶助費
7億3,464万円
（7.8％）

7.5％

14.46％

19.46％

25.0％

350.0％

20.00％

30.00％

35.00％

20.00％

　
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
那

珂
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
は
、
表
の
と
お
り
す
べ
て
国
の
基
準
値
以

下
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
質
公
債
費
比
率
に
つ

き
ま
し
て
は
、
前
年
度
よ
り
０·

６
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
ま
し
た
。
健
全
化
法
上
は
「
健
全
」
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
税
収
入
が
少
な
く
、

地
方
交
付
税
へ
の
依
存
度
が
高
い
財
政
状
況
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
継
続
的
な
行
財

政
改
革
の
推
進
を
図
り
、
健
全
財
政
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健

全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
の
も

の
と
し
て
、
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、

前
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
を

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告

し
、
公
表
し
ま
す
。

５
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一般会計の
主な事業

令和５年度

24,322円24,322円 27,661円27,661円 56,495円56,495円 175,496円175,496円 126,701円126,701円 6,312円6,312円

656,439円656,439円 70,702円70,702円 5,229円5,229円 88,617円88,617円 32,381円32,381円 42,523円42,523円

（14,403人  令和６年３月31日　現在）（14,403人  令和６年３月31日　現在）

　町民の交通の利便と生活福祉の向上を図る
ため、デマンドタクシー「なかちゃん号」および
コミュニティバス「馬頭烏山線」を運行しまし
た。

　町の地域振興発展のため、地域おこし協力隊
事業を継続して実施したほか、町の魅力の再発
見と県内外に向けた誘客情報の発信を行うと
ともに、空き家の取得や改修に係る補助金の交
付、移住定住促進モニターツアー事業など移住
定住の促進を図りました。

4,824万円

　障害者の自立更正を推進するため、障害者福祉
サービス事業や医療費助成、見舞金の給付、補装
具の給付などを実施しました。

５億5,421万円

　２か所の認定こども園を運営し、就学前の子ど
もの保育、子育て支援を推進しました。

１億5,925万円

　物価高騰の影響を受けた低所得の子育て世帯へ
の支援として、１世帯５万円の給付金事業を実施
しました。

601万円

　町民の健康水準の向上を図るため、那珂
よし健康ポイント事業などの健康づくりの
ための事業や、生活習慣病予防と疾病の早
期発見、早期治療を目指した、総合的な保
健事業を実施しました。

3,006万円

　南那須地区広域行政事務組合衛生セン
ターのごみ処理負担金を支出したほか、適
正な一般廃棄物収集運搬業務を実施しまし
た。

2億1,469万円

　町民の生活環境の向上を図るため、環境
のまちづくり事業や、浄化槽設置整備事業、
不法投棄対策事業を実施したほか、南那須
地区広域行政事務組合斎場負担金を支出し
ました。

6,876万円

　南那須地区広域行政事務組合衛生セン
ターのし尿処理負担金を支出しました。

8,507万円

　新型コロナウイルス感染症対策として、
ワクチン接種を積極的に実施したほか、高
齢者に対するインフルエンザ、肺炎球菌や、
子どもに対する小児肺炎球菌、日本脳炎な
どの予防接種を実施しました。

１億6,062万円

　妊娠届出時から妊婦や子育て家庭に対
し、伴走型相談支援の充実を図るとともに、
経済的支援として交付金を交付する事業を
実施しました。

405万円

　後期高齢者医療広域連合への負担金お
よび後期高齢者医療特別会計への繰出金
を支出しました。

２億8,364万円

　介護給付費、地域支援事業費および事
務費として特別会計へ繰出金を支出しま
した。

２億9,618万円

　中学生までの児童に対し、医療費の
助成を実施しました。

4,270万円

　物価高騰の影響による生活支援とし
て低所得者世帯物価高騰支援給付金事
業を実施したほか、福祉相談事業など
の地域福祉を推進するための事業を実
施しました。

12億5,539万円

　子育て世帯に対し、町の特産品を支
給する事業を行いました。

334万円　保険基盤安定費、出産一時金、財政安
定化支援事業費などを特別会計へ繰出金
として支出しました。

１億2,932万円

　犯罪、交通事故のない町を目指
し、犯罪防止啓発活動や交通安全
教育の実施、交通安全施設の整備
などに努めました。

1,693万円

5,746万円

　ケーブルテレビ施設の適正な維
持管理や情報通信サービスの提供
および充実を図るため、特別会計
に繰出金を支出しました。

4億8,349万円
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　中山間地域等直接支払交付事業、多面的機
能支払交付事業などにより、地域の農業振興・
環境保全の取り組みのほか、農業担い手の育
成、農地利用の推進などを実施しました。

１億0,886万円

　企業立地の促進、雇用の創出を図るため、事業所に対して奨
励金を交付しました。

667万円

　コロナ禍における中小企業支援策として、地元中小企業に支
援金を交付したほか、各種事業により商工業の振興を図りまし
た。

5,924万円

　地元中小企業の振興策として、融資制度の利用促進を図りま
した。

１億4,477万円

　観光センター、ふるさとの森公園など、観光施設の運営管理
を行い、交流人口の増加を図ったほか、観光プロモーション事
業として、JR広告事業を実施しました。

9,949万円

　町民の安全と財産を守るため、消防、防災活動の充実に努めま
した。

5,067万円

　馬頭中学校の大規模改修工事を
実施しました。

9,222万円

　馬頭広重美術館において、各種
展覧会を開催し文化の振興に努め
ました。

4,122万円

　小川中学校の受水槽揚水ポンプ更新工事
などを実施しました。

248万円

　小・中学校における、児童・生徒の心身
の健全発育のため、栄養のバランスに配慮
した給食を提供しました。また、物価高騰
対策として、保護者の負担を軽減させるた
め、給食費の半額免除事業を実施しました。

１億2,958万円

　馬頭運動場屋外トイレ解体新築
工事を実施しました。

１億0,667万円

　室町地区および田町地区の消防ポンプ車を購入しました。
6,453万円

　６月中旬の豪雨により被災した農地およ
び農業用施設などの災害復旧事業を実施し
ました。

3,051万円

  土地の実態を正確に把握するため、盛泉地区、大内地区、大那
地地区の地籍調査事業を実施しました。

5,460万円

  町道一渡戸大鳥線の外５路線について、生活基盤の充実、安全
で安心して利用できる車道、歩道の整備を実施しました。

１億1,831万円

  国からの交付金を利用して、町道薬利後沢線と町道上郷須賀川
線の改良舗装事業や橋梁長寿命化事業を実施しました。

１億2,236万円

　町営・町有住宅の維持管理を実施し、良好な居住環境の整備
に努めました。

1,096万円

  農道などの整備のほか、農業用ため池
の機能促進計画を策定するなど、農業
生産基盤の強化を図りました。

9,589万円

　JAなす南、酪農組合などと連携し、より高品質な牛肉、生乳の生産を推進しました。
404万円

　とちぎの元気な森づくり事業により、里
山の景観保全および維持管理を実施したほ
か、八溝産材の需要拡大を促進し、地域林
業の振興を図りました。

4,619万円

体育施設維持管理費

　６月中旬の豪雨により被災した道路およ
び河川の災害復旧事業を実施しました。

3,310万円

公共土木施設災害復旧費

　６月中旬の豪雨により被災した小・中学
校の災害復旧事業を実施しました。

1,110万円

公立学校施設災害復旧費
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毎
朝
４
時
に
起
き
て
若
鮎
大
橋
ま

で
散
歩
す
る
こ
と
を
日
課
に
し
て
い

る
小
森
さ
ん
。
こ
の
日
課
を
10
年
以

上
続
け
て
い
て
、
散
歩
の
途
中
で
体

操
や
腕
立
て
伏
せ
も
欠
か
さ
ず
行
っ

て
い
る
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で

す
。
日
中
は
畑
へ
行
き
、
野
菜
を
育

て
て
い
ま
す
。
自
分
で
で
き
そ
う
な

こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
み
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
元
気
の

秘
訣
を
伺
う
と
、
「
体
を
動
か
す
こ

と
、
食
事
は
３
食
し
っ
か
り
取
る
こ

と
、
好
き
な
こ
と
を
す
る
、
健
診
は

毎
年
受
け
る
こ
と
で
す
」
と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
森
さ
ん
は
来
年
の
10
月
に
１
０

０
歳
を
迎
え
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元

気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

「
つ
い
に
敬
老
と
呼
ば
れ
る
年
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
は
に
か

み
な
が
ら
、
「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
す
る

中
、
敬
老
会
で
盛
大
に
祝
っ
て
も
ら

え
た
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
い
限
り

で
す
」
と
話
す
岡
さ
ん
。

　
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
欠
か
さ

ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
趣
味
の
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
み
、
毎
日
を
精
力
的
に

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
同

級
生
も
も
の
す
ご
く
元
気
で
活
動
的

な
方
が
多
い
。
い
つ
も
会
う
と
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
健
康
で
い

ら
れ
る
秘
訣
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢
献
し
、
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
目
を
細

め
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
、
北
向
田
地
区
敬
老
祝

賀
会
が
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
敬

老
者
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
和
知
行
政
区
長
か
ら
「
こ
の
日
の

た
め
に
春
か
ら
準
備
を
進
め
て
き

た
。
今
日
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
け
て
来
賓
の
福
島
町
長
、
地
元
議

員
の
髙
野
泉
議
員
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
那
珂
川
町
ふ
る
さ
と

大
使
で
あ
る
嶋
均
三
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
小
砂
駐
在
所
磯
尾

巡
査
長
に
よ
る
交
通
安
全
の
講
話
が

あ
り
、
敬
老
者
の
方
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
交
え
会
話
を
弾
ま
せ
な
が

ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

 

岡
　保
雄
さ
ん

　
　
　
　
　 

　
　(74
歳
・
北
向
田)

お
か
　
　 や
す
　お

小
森
　祥
二
さ
ん

　
　
　
　
　 
　
　(99
歳
・
小
　川)

こ  

も
り
　
　し
ょ
う 

じ

北
向
田
地
区
敬
老
祝
賀
会
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秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
初

日
と
な
っ
た
９
月
21
日
、
町
と
那
珂
川
警

察
署
ら
に
よ
る
広
報
活
動
が
道
の
駅
ば
と

う
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
町
長
、
中
山
署
長
か
ら
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
活
動
す

る
𠮷
田
夏
希
さ
ん
の
一
日
警
察
署
長
の
委

嘱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
報
活
動
に
先
立

ち
、
𠮷
田
さ
ん
指
揮
の
下
、
パ
ト
カ
ー
の

機
械
器
具
点
検
な
ど
を
実
施
。
そ
の
後
、

関
係
者
ら
は
、
道
の
駅
に
訪
れ
た
方
に
警

察
官
姿
の
「
な
か
ち
ゃ
ん
」
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
の
啓
発
品
を
配
り
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
第

47
回
少
年
の
主
張
発
表
南
那
須
地
区
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
那
珂
川
町
、
那
須

烏
山
市
の
各
中
学
校
の
代
表
者
が
日
常
生

活
の
中
で
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え

て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
那
珂
川

町
か
ら
は
馬
頭
中
学
校
３
年
の
車
夏
海

さ
ん
が
「
地
域
の
明
る
い
未
来
の
た
め

に
」
、
小
川
中
学
校
２
年
の
板
橋
璃
空
さ

ん
が
「
一
挨
一
拶
」
を
表
題
に
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛

情
や
、
人
と
の
関
係
に
目
を
向
け
る
こ
と

の
大
切
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
発
表
で
し

た
。

　

大
正
13
年
９
月
20
日
生
ま
れ
の
川
上
千

鶴
子
さ
ん(

恩
田)

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
、
町
か
ら
花
束
と
記
念
品
、
利
用
施
設

か
ら
寄
せ
書
き
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
が
大
好
き
と
笑
顔
で
答
え
て
く

だ
さ
っ
た
川
上
さ
ん
は
、
今
ま
で
大
き
な

病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で

す
。
子
ど
も
の
頃
は
キ
ノ
コ
な
ど
の
山
菜

を
採
り
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
、
最
近
は

テ
レ
ビ
で
野
球
の
試
合
を
観
る
こ
と
や
、

施
設
で
出
会
っ
た
お
友
達
と
お
話
し
す
る

こ
と
が
楽
し
い
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

健
康
の
秘

訣
は
、
「
好

き
嫌
い
な
く

何
で
も
食
べ

る
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。

　

全
国
健
康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
出
場
選
手
激
励
会
が
９
月
25
日
、
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
出
場
す
る
の
は
、
ゴ
ル
フ
で
鈴

木
盛
生
さ
ん(

白
久)

、
卓
球
で
菊
池
友
子

さ
ん(

小
川)(

※
こ
の
日
は
欠
席)

の
２
人

で
す
。

　

今
回
２
人
が
出
場
す
る
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
は
、
鳥
取
県
を
会
場
に
10
月
19

日
か
ら
22
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
40
万
人
の
選
手
ら
が
集

結
し
、
29
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

種
目
を
通
し
て
地
域
や
年
代
を
越
え
た
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
大
会
で
す
。

　

町
長
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
贈
ら
れ
た

鈴
木
さ
ん
は
「
い
い
結
果
が
残
せ
る
よ
う

に
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
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　平成 26 年１月、栃木県（大田原市・那須塩原
市・那須町・那珂川町）・福島県（棚倉町・矢祭
町・塙町）・茨城県（大子町）の２市６町による『八
溝山周辺地域定住自立圏域』が形成されました。
　圏域の地域活性化につなげる取り組みの一環
として、圏域市町のＰＲ情報をお届けします。
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始めましょう！生活習慣病予防
　生活習慣病で医療機関を受診している人は全国
的に多く、那珂川町でも患者数が年々増加してい
ます。
　生活習慣病は、初期には自覚症状が現れないこ
とが多いのですが、健康診断を受診することで
早期発見・早期治療につながります。
　国民健康保険加入中の方で健診結果(人間ドッ
クを含む)が基準値を超えた方には、生活習慣病
に関するお知らせをお送りしています。この機会
に、生活習慣の見直しや医療機関を受診し、健康
づくりを心がけましょう。

　喫煙、過量飲酒、睡眠不足、大幅な体重増加は
さまざまな疾患の原因となります。
　歯磨き習慣や定期的な健診受診は、さまざまな
疾患の予防につながります。
　できることから始めて、生活習慣の改善に取り
組みましょう。

　バランスのとれた規則正しい食生活を送ること
で、脳卒中やがんなどのさまざまな疾患の発症
リスクを減少させることができます。
　日々の食生活を見直してみましょう。

生活習慣について

禁煙に努めましょう

週に２日は休肝日を設けましょう

６時間以上の睡眠をとりましょう

20歳の時より体重が10kg以上増えて
いたら、減量に努めましょう

毎食後歯磨きをしましょう

年に１度は健康診断を受けましょう

１日３食、規則正しい食生活を心がけ
ましょう
ゆっくりとよく噛むように心がけま
しょう

野菜や果物を多くとりましょう

薄味を心がけましょう

主食・主菜・副菜をそろえて、バランス
のよい食事をとるよう心がけましょう

食生活について

　運動習慣は、生活習慣病予防に欠かせない大切
な要素です。家事や庭いじりなどできることから
始めて、少しずつ時間を増やしながら継続してい
きましょう。

毎日今より10分多く体を動かす

日常生活で体を動かす時間をつくる

身体活動・運動について

問 住民課　保険年金係　☎0287-92-1112

いつまでも元気で長生きするために、健診結果を活用して、
一歩先を見据えた健康づくりを心がけましょう。
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問 子育て支援課　子育て支援係　☎0287-92-1115

町立認定こども園 令和７年度新規入園児募集
次のとおり令和７年４月から令和８年３月までの入園児を募集します。

施　　設
所 在 地
募集定員
入園対象

支給認定区分
１号認定
２号認定
３号認定

区分
保育標準時間
保育短時間

満３歳以上の子ども
満３歳以上で、保護者の就労等により家庭で保育できない子ども
満３歳未満で、保護者の就労等により家庭で保育できない子ども

11時間(就労時間120時間/月以上、出産、傷病、家族の介護等)
８時間(就労時間64～120時間/月、育児休業、求職活動等)

ひばり認定こども園
那珂川町和見82-1

わかあゆ認定こども園
那珂川町小川869

月～金曜日(祝日、12月29日～１月３日除く) 午前７時30分～午後７時
土曜日(祝日、12月29日～１月３日除く) 午前７時30分～午後６時30分
※土曜日は、利用児童数の状況により、開園するこども園を限定することがあります。
　令和６年度は、わかあゆ認定こども園のみで対応しています。
※１号認定の子どもは、土曜日および夏休み等の長期休業期間が閉園となります。

完全給食(主食、副食ともに提供)
「支給認定申請書(入園申込書)」、添付書類(２・３号認定のみ)
　※子育て支援課、各認定こども園で配布します。町のＨＰからダウンロードも可能です。

10月15日(火)～11月15日(金) ※必着
子育て支援課 子育て支援係 ☎0287-92-1115

※詳細は、子育て支援課等で配布する「入園申込みのしおり」をご覧ください。
※既に入園している児童の状況、および新規申込の状況により、希望する認定こども
園に入園できない場合がありますので、ご了承ください。
※年間の入園児童数を把握する必要がありますので、現時点で、令和７年度の途中(５
月以降)に入園を希望する場合も募集期間内に申し込んでください。
※現在、各認定こども園に入園中の児童で、転園を希望する場合は、募集期間内に申
し込んでください。
※募集期間後の申込みについては、随時受け付けますが、期間内に申し込んだ児童の
入園決定後に審査しますので、希望どおりに入園できないことがあります。

　幼稚園・保育園・認定こども園などを利用する際には、教育・保育の必要性に応じた支給認定を受ける
必要があります。

保護者の就労時間等により、保育園・認定こども園等を利用できる時間が区分されます。

　原則、那珂川町への申込みが必要ですが、入園を希望する施設および施設の所在する市町村によって、
申込期間等の対応が異なりますので、11月８日(金)までに子育て支援課までご相談ください。

開園日および
開園時間

給　　食

提出書類

募集期間
申 込 先

そ の 他

満６か月～小学校就学前の子ども

■支給認定区分について

■保育必要量(２号認定・３号認定)

■町外の幼稚園・保育園・認定こども園の利用を希望する場合

対象となる子ども

施設利用時間

各160名
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区分 延長保育料

問 子育て支援課　子育て支援係　☎0287-92-1115

那珂川町立認定こども園料金

第１子
第２子以降

有　料
無　料

無　料
無　料

○保育料

○給食費

○預かり保育料

区分
保育時間前
保育時間後
長期休業等
土曜日

１
２
３
４

生活保護
市町村民税 非課税
市町村民税 均等割課税・所得割非課税
市町村民税 所得割課税

 0円 ／回
 100円 ／回
 100円 ／回
 200円 ／回

 7:30 ～ 8:30
 14:30 ～ 16:00
 8:30 ～ 14:30
 8:30 ～ 14:30

　  50円／回 ※生活保護世帯無料
　100円／回 ※　　　　〃
1,200円／回 ※　　　　〃
1,000円／回 ※　　　　〃

給食代(200円)含む
給食提供なし

○延長保育料

○日本スポーツ振興センター災害共済掛金(各園で徴収)

０～２歳児クラスの児童 ３～５歳児クラスの児童

市町村民税
所得割課税額

77,100円以下
77,100円超

0円
3,600円

0円
1,600円

区分 通常 令和６･７年度

第２子以降の保育料免除の対象について

０～２歳の３号認定児で、同一の保護者が扶養するきょうだいのうち第２子にあたる子ども
※きょうだいの年齢は18歳未満(障がい者の場合は20歳未満)、学生の場合には22歳未満

１号認定児、３歳～５歳児クラスの２号認定児、０～２歳児クラスの住民税非課税世帯の子ども

200円/年

幼児教育・保育の無償化について

対象

対象

１号認定児

２号認定児(４月１日時点：３～５歳児クラス)

預かり保育料【１号認定児】※条件により無償化

延長保育料【２・３号認定児のうち、保育短時間の認定を受けた子ども】

市町村民税
所得割課税額

57,700円以下
57,700円超

0円
5,000円

0円
3,000円

区分 通常 令和６･７年度

預かり時間 預かり保育料 備考

・１号認定児について８月分の徴
収はありません。
・第３子以降の子どもの給食費は
０円となります。
※３号認定児(０～２歳児クラス)
の給食費については、保育料に
含まれています。
※令和６･７年度給食費については
2,000円減額となります。

【給食費について】
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身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、
投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、
溺れさせる　など

性的虐待
子どもへの性的行為、
性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被写体にする
など

心理的虐待
言葉による脅し、無視、
きょうだい間での差別的扱い、
子どもの目の前で家族に対して
暴力を振るう　など

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を与えな
い、ひどく不潔にする、車の中
に放置する、病気になっても病
院に連れて行かない　など

問 子育て支援課　子育て支援係　☎0287-92-1115

11月は｢児童虐待防止推進月間｣です

児童虐待とは

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

児童虐待かも…と思ったらすぐにお電話ください。

１８９１８９児童相談所
全国共通
３桁

ダイヤル

いち　   はや　　 　く

連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
お住いの地域の児童相談所につながります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。

あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。

®

子ども虐待防止
オレンジリボン運動
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問 子育て支援課　子育て支援係　☎0287-92-1115

10月(12月支給分)から児童手当制度が変更になります10月(12月支給分)から児童手当制度が変更になります
変更内容
　　１．所得制限の撤廃

　　２．支給期間を中学生までから高校生年代まで延長

　　　 　(※)高校生年代までとは、18歳に達する日以後の最初の３月31日までのことをいいます。

　　３．第３子以降にかかる多子加算額を15,000円から30,000円に増額

　　　 　(※)第３子以降とは、18歳に達する日以後の最初の３月31日を過ぎた後から、22歳に達する日以後の

　　　　　　　 最初の３月31日までの間に該当し、かつ、保護者等に経済的負担のある子をいいます。

　　４．支払月を年３回から年６回に増加(初回：令和６年12月支給)

新たに申請が必要な方
　　１．中学生以下のきょうだいがいない高校生年代の子どもを養育している方

　　　　（現在中学生以下のきょうだいを養育しており、児童手当を受給している方を除く)

　　２．中学生以下の子どもを養育しているが、所得制限により児童手当を受給していない方

※申請が必要な方については、 別途通知および申請書を送付しております。

※公務員の方は勤務先にお問い合わせ下さい。

０～２歳

３歳～小学生

中学生

高校生年代

令和６年９月分まで

15,000円

10,000円
第３子以降

15,000円

10,000円

対象外

15,000円

10,000円

10,000円

10,000円

第３子以降
30,000円

令和６年10月分から

所得制限あり

年３回払い

所得制限なし

年６回払い

対象　１歳～64歳の方　※接種前に必ず申請

助成額　1,000円(１～13歳未満は年度内２回まで、13

歳以上は年度内１回まで助成)

接種期間　令和７年３月31日(月)まで

支払い

①町内医療機関：助成額を差し引いた差額分

　飯塚医院、上野医院、坂本クリニック、佐藤医院、

　白寄医院、高野病院

②町外医療機関：全額支払い→申請により助成額還付

※申請は接種後60日以内に窓口で行う

※持ち物：印鑑、予診票、領収書、振込先口座番号

　定期接種の最後の学年となる高校１年生の方と、

キャッチアップ接種の方は令和７年３月末で無料で

の接種期間は終了となります。希望する方は早めに

接種をお願いします。問診票が必要な方は下記まで

ご連絡ください。

定期接種対象者　小学校６年生～高校１年生の女子

接種期間　高校１年生の終了する年度末まで

キャッチアップ接種対象者　平成９年４月２日～平

成20年４月１日生まれの女性で接種を３回終了して

いない方

接種期間　令和７年３月31日(月)まで
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54 残りわずか？焦らせて購入させるネット通販のわな

事例１ タイムセールをしている通販サイトを見つけた。

残り時間のカウントダウンを目にして気持ちがあおられて

焦り、約１万円の衣類を購入した。しかし、翌日同じサイ

トを見ると、またタイムセールをしていた。毎日している

なら慌てて買うことはなかった。

事例２ ドライブレコーダーを買おうと思いネット検索し

ていたところ、安値で販売しているサイトを見つけた。

「残りわずか」と表示されていたため急いで注文し、代金

を振り込んだ。しかし、２週間経っても商品が届かず、

メールを送っても返信がない。

　これらの事例は、消費者を焦らせ

て購入に誘導している手口の可能性

があります。このような手法がある

ことを知り、惑わされないように注

意しましょう。困ったときは、大田

原市消費生活センター等にご相談く

ださい。

［ 特 殊 詐 欺 電 話 撃 退 機 器 購 入 費 補 助 金 ］

　那珂川町在住の高齢者が特殊詐欺の被害に遭わない

よう特殊詐欺対策電話機器を購入した場合、購入費と

取り付け費用の一部を補助します。

対象条件

・那珂川町に住所があり、65歳以上の独居世帯主ま　

たは平日の日中、家に65歳以上の高齢者しかいない

世帯

・世帯全員に町税の滞納がないこと

対象機器

　相手に「この通話は特殊詐欺防止のため録音されま

す」と伝え、録音する機能がある電話機など

補助率と補助限度額

・補助率　１/２（100円未満切捨て）

・限度額　5,000円

　詳しくは、町のＨＰまたは産業振興課商工観光係

（☎︎0287-92-1116）まで、お問い合わせください。

　インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症の発病

および重症化を予防するために、定期接種を実施しま

す。対象の方には、２種類の予診票が同封された通知

を９月下旬に郵送しております。

対象者

①接種日に65歳以上の方

②接種日に60歳～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器、免疫

機能に障害があり身体障害者手帳１級相当の方

接種期間　10月１日(火)～令和７年３月31日(月)

料金　インフルエンザ：無料(町助成4,500円)

　　　新型コロナ：3,000円

　　　　　　　　　(国助成8,300円、町助成4,000円)

接種方法　

○町内医療機関→直接予約し、接種

○町外医療機関

・県内予防接種協力医療機関

　→直接予約し、接種

・その他の医療機関・介護老人保健施設

　→全額支払い後、申請により助成金額還付

　専門医等による医療相談を下記のとおり開催しま

す。お気軽にご相談ください。

相談方法　対面・電話・オンライン(ZOOM)のいずれか

　相談は予約制です。

　事前に下記までご連絡を

　お願いします。
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(独)国民生活センター「見守り新鮮情報」より

問 健康福祉課　健康増進係　☎0287-92-1119問 とちぎ難病相談支援センター
　　　　　　　　☎028-623-6113　

（月～金：午前10時～正午、午後１時～４時）



申込・問 健康福祉課　健康増進係　☎0287-92-1119

11～12月集団検診申込可能日

※集団検診は12月８日で終了です。受診をご希望の方はお早めにお申し込
みください。

馬頭総合福祉センター
 ６日(水)
 16日(土)
 8日(日)

レディース健診
総合健診
総合＋レディース健診

受診者の方には検診日の２～３週間前に問診票等を送付します。
混雑緩和のため、指定された受付時間内のご来場にご協力ください。

ストレッチ
バランストレーニング
筋膜リリース

ストレッチ
けん玉エクササイズ
肩こり腰痛予防

ストレッチ
ZEROエアロ

11月 ２日(土)

時間　各回午後７時～８時
場所　ウェルフルなかがわ
申込　【Web】10月18日(金)～22日(火)
　　　【電話等】10月23日(水)～

●定員(30名)に達した場合には、申込みを終了さ
せていただきますのでご了承ください。

11月

12月

★うぇるふるフィットネス★

11月 ９日(土)

11月16日(土)

● 朝ヨガ
日時　10月25日(金)
　　　午前９時～10時
講師　ヨガインストラクター　磯野 奈央子先生
場所　すこやか共生館 園地
　　　(雨天時は多目的集会室)
申込　【Web】10月11日(金)～15日(火)
　　　【電話等】10月16日(水)～

● ZUMBA(ズンバ)
　 ～楽しく踊ろうエクササイズダンス～
日時　11月18日(月)
　　　午前10時～11時
講師　JWI認定　ズンバインストラクター
　　　土屋 佳奈 先生
場所　ウェルフルなかがわ
申込　【Web】11月５日(火)～11日(月)
　　　【電話等】11月12日(火)～

初心者の方でも楽しく
参加できるリズム運動

コラボ健康イベント

▲Web申込

● 史跡de健康ウォーキング
　 ～小川地区の歴史散策～
日時　11月13日(水)
　　　午前９時30分～11時30分
講師　なす風土記の丘資料館　学芸員
場所　那珂川町なす風土記の丘資料館に集合
申込　【Web】10月30日(水)～
　　　　　　 11月５日(火)
　　　【電話等】11月６日(水)～

▲Web申込

▲Web申込

▲Web申込

対象　20歳以上の町民

対象　20歳以上の町民で、原則、
　　　全日程参加できる方

日程 内容

健康イベント

15 広報なかがわ　令和６年１０月１０日



①那珂川町奨学金(貸与型)

学力基準

・高等学校奨学生…中学校１、２年生の成績評定の平

均値が3.0程度以上

・大学奨学生(短大・専門含む)…高等学校１、２年生

の成績評定の平均値が3.0程度以上

募集定員・貸与額

・高等学校奨学生…３名程度(月額13,000円)

・短大(専門学校)奨学生…２名程度(月額30,000円)

・大学奨学生…３名程度(月額30,000円)

那珂川町奨学金(貸与型)には返還免除制度があります

対象者

・高校、大学、短大、専門、高専に進学し、貸与を受

けていた方

・返還開始時から完了するまでの間に、５年間継続し

て那珂川町に居住している方(平成31年４月１日以

降)

・町内に居住している間に就労している方(就労先は

町内外不問)

・奨学金の返還および町税の滞納がない方

※貸与額の最大1/2が免除されます。

②那珂川町菊池俊男奨学金(給付型)

学力基準

・高等学校奨学生…中学校１、２年生の成績評定の平

均値が3.5程度以上

・大学奨学生…高等学校１、２年生の成績評定の平均

値が3.5程度以上

募集定員・給付額

・高等学校奨学生…７名程度(月額10,000円)

・大学奨学生…３名程度(月額25,000円)

※奨学金の返還は不要

家計基準

　生計維持者(原則父母。父母がいない場合は代わっ

て生計を維持している人)の収入・所得による。収入

等の目安は、日本学生支援機構の基準額に準ずる。

募集期間(①・②)　12月６日(金)まで

　　　　　　　　　※採用決定は令和７年２月下旬

最低賃金が時間額1,004円に！ 

改正発行は10月１日から

　栃木県最低賃金は、県の区域内の事業場で働く

すべての労働者とその使用者に適用されます。一

般労働者はもちろん、臨時、パート、アルバイト

等にも適用されます。

　なお、特定の産業には、特定最低賃金が定めら

れています。

　

「賃金引上げ」を行う中小規模事業者への

支援を行っています

　厚生労働省では、賃金引上げを行う中小規模事

業者向けに各種支援施策を実施しています。

　そのうち、業務改善助成金は事業場内で最も低

い賃金(事業場内最低賃金)を引き上げ、設備投資

等を行った中小企業・小規模事業者等に、その費

用の一部を助成する制度です。

申請期限　12月27日(金)

人材開発支援助成金

　人材開発支援助成金は、事業主が雇用する労働

者に対して訓練を実施した場合に訓練経費や訓練

期間中の賃金の一部を助成する制度です｡(下記

コースいずれも令和８年度までの期間限定)

「事業展開等リスキリングコース」

対象条件　業務で必要となるドローン資格取得や

ITツールなどを活用して業務改善を進めるために

システム教育などの訓練を

実施した場合

「人への投資促進コース」

対象者　労働者の多様な訓練の選択・実施が可能

な「定額制訓練」(e-ラーニング等)

などを利用する事業主

16広報なかがわ　令和６年１０月１０日

申込・問 学校教育課　学校管理係
☎0287-92-1124

　 問 栃木労働局職業安定部職業対策課
助成金事務センター　☎ 028-614-2263

問 業務改善助成金コールセンター
☎0120-366-440

問 栃木労働局労働基準部賃金室
☎028-634-9109


